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を

提
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も
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貨
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ブ

ラ
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ド

「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｗ
Ａ
」
（
株
式
会
社
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｕ
／
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
ノ
十
七
ノ
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Ｔ
Ｏ
Ｃ
第
二
ビ
ル
一
〇
〇
七

電
話
・0

3
-
6
8
0
5
-
0
6
7
6

）
よ
り
、
二
〇
一
三
年
の
浴
衣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
発
表
い
た
し
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
古
典
を
遊
ぶ
」
。
雷
の
よ
う
に
大
き
な
じ
ぐ
ざ
ぐ
を
描
く
菖
蒲
、
菊
を
使
っ
た
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ

ュ
の
よ
う
な
柄
、
金
魚
と
水
草
の
輪
つ
な
ぎ
、
浴
衣
の
柄
と
し
て
は
定
番
の
モ
ー
チ
ー
フ
を
少
し
だ
け
ひ
ね
り
、
隠

れ
た
遊
び
を
忍
ば
せ
ま
し
た
。
大
胆
な
色
遣
い
か
ら
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
渋
め
の
配
色
ま
で
、
今
年
は
色
づ
か

い
も
幅
広
く
展
開
し
た
浴
衣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

―
 

概
要 ―

【 

柄
展
開 

】

菖
蒲 

／ 

菊 

／　

金
魚　

　

×
 

各
四
色
（
計
十
二
柄
展
開
）

【 

素
材 

】

菖
蒲
：
絽

＊
絽
：
縦
糸
数
本
お
き
に
二
本
の
経
糸
を
交
差
さ
せ
絡
み
織
で
織
っ
て
い
く
も
の
で
、
織
り
上
が
る
と
横
段
の
模
様

が
現
れ
、
全
体
で
は
薄
く
透
け
感
の
あ
る
高
級
浴
衣
地
で
す
。

菊
：
刷
毛
目

＊
縦
糸
に
茶
色
の
節
糸
を
交
ぜ
て
織
っ
た
綿
紬
で
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
風
合
い
が
特
徴
の
高
級
浴
衣
地
で
す
。
地
色

が
茶
色
よ
り
に
傾
く
こ
と
で
、
落
ち
着
い
た
印
象
の
浴
衣
に
な
り
ま
す
。

金
魚
：
空
羽
織

＊
縦
糸
に
隙
間
を
作
る
こ
と
で
、
横
糸
の
特
徴
を
生
か
す
技
法
で
す
。
縦
糸
が
な
い
部
分
は
細
い
筋
と
な
っ
て
織
物
に

残
り
、
縦
方
向
に
波
打
つ
よ
う
な
独
特
の
風
合
い
が
出
ま
す
。

【 

染
色
技
法 

】

注
染

＊
折
り
た
た
ん
だ
布
に
、
上
か
ら
染
料
を
注
い
で
着
色
す
る
日
本
の
伝
統
的
な
染
色
技
法
。
布
地
の
染
色
す
る
部
分

に
防
染
糊
で｢

土
手｣

を
つ
く
り
、
そ
こ
に
染
料
を
注
ぎ
込
み
ま
す
。
注
ぎ
込
ま
れ
た
染
料
は
布
の
下
に
配
置
さ
れ
た

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
吸
い
出
さ
れ
、
注
ぎ
込
む
染
料
の
量
と
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
操
作
に
よ
り
、
染
料
の
浸
透
度
が

決
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
染
料
が
布
地
を
通
過
す
る
の
で
、
布
地
の
表
裏
両
面
に
染
ま
り
、
柄
が
左
右
対
称
に
な
る
の

が
特
徴
で
す
。

【 

価
格 

】

反
物
価
格　

税
抜 

三
万
円 

（
税
込 

三
万
一
千
五
百
円
）

プ
レ
タ
（
お
仕
立
て
上
り 

Ｍ
サ
イ
ズ
）　

税
抜 

三
万
五
千
円
（
税
込 

三
万
六
千
七
百
五
十
円
）

二
〇
一
三　

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｗ
Ａ　

浴
衣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

平
成
二
十
五
年
一
月 

十
日

古
典
を
遊
ぶ






